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三重県初記録の魚類 16種と既報種の再同定

笹木大地 1・木村清志 2

Mie Prefecture is located in the central part of Honshu Is-
land, Japan. In recent fish faunal study in this region, 1,472 
species were reported. After that, the following five species have 
been recorded as fishes occurring in Mie Prefecture based on 
the recent literature: Rhynchobatus australiae Whitley, 1939; 
Acanthonus armatus Günther, 1878; Stegastes albifasciatus 
(Schlegel and Müller, 1840); Exallias brevis (Kner, 1868) and 
Chromileptes altivelis (Valenciennes, 1828). To date, total 1,477 
fish species recorded in Mie Prefecture. In this study, the fol-
lowing 16 species represent new records from the prefecture: 
Narcetes lloydi Fowler, 1934, Myripristis botche Cuvier, 1829, 
Amioides polyacanthus (Vaillant, 1877), Ostorhinchus holo-
taenia (Regan, 1905), Eurypegasus draconis (Linnaeus, 1766), 
Trachyrhamphus bicoarctatus (Bleeker, 1857), Pseudorhombus 
levisquamis (Oshima, 1927), Acanthoplesiops psilogaster Hardy, 
1985, Chromis chrysura (Bliss, 1883), Chromis mirationis Tana-
ka, 1917, Scartella emarginata (Günther, 1861), Pseudanthias 
rubrizonatus (Randall, 1983), Coris aygula Lacepède, 1801, 
Lutjanus malabaricus (Bloch and Schneider, 1801), Lethri-
nus olivaceus Valenciennes, 1830 and Lethrinus xanthochilus 
Klunzinger, 1870. Of these, Amioides polyacanthus, Lutjanus 
malabaricus, Lethrinus olivaceus, and Lethrinus xanthochilus 
represent the northernmost records of the species. Previously, 
only photographic records existed for Gymnothorax berndti 
Snyder, 1904 and Pseudorhombus arsius (Hamilton, 1822) from 
Mie Prefecture. However, specimens of these species were ob-
tained during the present study; thus, this study constitutes the 
first specimen-based records of the species from the prefecture. 
As a result of the reidentification, records of Cypselurus naresii 
septentrionalis Shakhovskoy and Parin, 2024 and Etelis boweni 
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 Abstract

三重県は本州中部，紀伊半島東岸に位置し，南北約 170 

km，東西約 80 km と南北に細長い地形を有している．県

北部は伊勢湾，南部は北西太平洋の一部である熊野灘に面

し，その海岸線は長く 1,083 km に達している．三重県に

おける魚類相の研究は松原ほか（1951），片岡・冨田（1981），

鈴木・片岡（1997），木村・笹木（2025）などがあり，もっ

とも新しい木村・笹木（2025）では海水魚と淡水魚を合

わせて 1,472 種が報告された．これ以降も，それまで三重

県から記録がなかった種が複数採集，あるいは写真撮影さ

れ，さらに三重大学大学院生物資源学研究科に保管されて

いる魚類標本を再調査した結果，これまでに三重県から報

告がなかった種に同定される標本があった．これらの標本

や写真記録は合計 16 種に達した．一方で木村・笹木（2025）

が報告した魚類の中に誤同定の可能性がある種が複数存在

したため，標本や写真を精査し再同定を行った．これらの

結果をここに報告する．

材料と方法
標準体長は体長または SL（standard length），全長は全

長または TL（total length）と表記した．計測はノギスを用

いておこなった．科の配列と各種の学名は本村（2026）に

したがった．分布の項には国内のこれまでの記録を記載し

た．本研究に用いた標本は三重大学大学院生物資源学研究

科魚類標本（FRLM）として保管されている．

三重県初記録の魚類
ウツボ科 Muraenidae

Gymnothorax berndti Snyder, 1904

ハワイウツボ　（Fig. 1A）

Andrews, Fernandez-Silva, Randall and Ho, 2021 are found to 
be misidentified, and these two species are removed from the list 
of fishes from Mie Prefecture. Based on these findings, the num-
ber of fish species recorded from Mie Prefecture now stands at 
1,491.
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標本　FRLM 65855，全長 585 mm（尾部再生），肛門前

長 352 mm，南伊勢町贄浦（34°14.9′N, 136°33.5′E），定置網，

2025 年 5 月 14 日，笹木大地．

分布　相模湾，三重県尾鷲，和歌山県南部，沖縄諸島，

尖閣諸島に分布する（波戸岡，2013；田代，2014；本田ほ

か，2024；日比野，2025）．

備考　本種はオキノシマウツボ Gymnothorax ypsilon Ha-

tooka and Randall, 1992 に似るが，本標本は頭部に斑紋があ

Fig. 1. Fishes recorded from Mie Prefecture, Japan. A: Gymnothorax berndti, FRLM 65855, 585 mm TL (caudal regeneration); B: 
Narcetes lloydi, FRLM 66436, 453 mm SL; C: Myripristis botche, FRLM 66447, 185 mm SL; D: Amioides polyacanthus, FRLM 
66439, 166 mm SL; E: Ostorhinchus holotaenia, FRLM61665, 51 mm SL; F: Ostorhinchus wassinki, FRLM 66141, 49 mm SL; G 
and H: Eurypegasus draconis, FRLM 65857, 62 mm SL.
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ること，体側の横帯の太さが不規則であること，臀鰭基部

で前後の横帯はつながることが，波戸岡（2013）が示した

ハワイウツボの特徴と一致したため，本種に同定された．

三重県からの記録は尾鷲市尾鷲港に水揚げされた写真

に基づく記録のみであったため（日比野，2025），本標本

は本種の標本に基づく三重県からの初記録となる．

セキトリイワシ科 Alepocephalidae

Narcetes lloydi Fowler, 1934

クログチイワシ　（Fig. 1B）

標本　FRLM 66436，66437，2 標本，体長 453–524 mm，

志摩市志摩町和具沖，水深 940 m，釣り，2026 年 2 月 1 日，

遊漁船トロ丸．

分布　相模湾，土佐湾，沖縄舟状海盆に分布する（中坊・

甲斐，2013）．

備考　本標本は鰓耙数が 5–6 + 1 + 14–16 = 20–23 であ

ること，縦列鱗数が 60–70 であること，側線有孔鱗数が

55–60 であること，鰓条骨数が 7–8 であること，胸鰭条

数が 8–9 であること，頭部一面に多数の感覚孔があるこ

と，臀鰭始部が背鰭基底後半下にあることが，Sazonov 

and Ivanov (1980)，Sazonov (1998) および中坊・甲斐（2013）

が示したクログチイワシ Narcetes lloydi の特徴と一致した

ため，本種に同定された．

本種はフィリピン東岸の水深 1304 m の地点から採集

された 1 個体に基づいて Fowler (1934) によって記載され

た．原記載には，この標本は保存状態が悪く壊れている

と記述され，体長は 470 ? mm と正確な値が記されてい

ないが，全形の線画が掲載されている．現在のこの標本

（USNM 92335）は大きく壊れていてほとんど原形をとど

めていない（Fig. 2）．Narcetes lloydi が記載された翌年に

Narcetes wonderi Herre, 1935 が相模湾産標本 1 個体に基づ

いて記載された（Herre, 1935）．本名義種の原記載にはホ

ロタイプ（CAS-SU 13907）の図や写真は掲載されていな

いが，現在ホロタイプの写真はカリフォルニア科学アカデ

ミーのウェブサイトから閲覧可能である（URL）．その後

Okamura (1984) は沖縄舟状海盆や土佐湾から得られた 48

個体に基づき，N. lloidi や N. wonderi の原記載との比較か

ら Narcetes kamoharai Okamura, 1984 を記載した．Sazonov 

(1988) はこれら 3 名義種のタイプ標本および多数のノンタ

イプ標本に基づいて，これらの形態に違いが無いことを示

した．また Sazonov (1988) は Fowler の測定値は一般に信

頼度が低いこと，Herre (1935) による N. wonderi の頭長／

吻長比の値は誤りであることを示し，Okamura (1984) が N. 

kamoharai と N. wonderi との違いに用いた頭長／吻長比の

説明も誤りであるとした．この Herre (1935) による頭長／

吻長比の値が誤りであることは N. wonderi のホロタイプ写

真からも明らかである．

Narcetes lloydi ホロタイプの図（Fowler, 1934: fig. 16）で

は下顎が上顎よりもわずかに突出しており，原記載にもそ

のように書かれている．一方 N. wonderi や N. kamoharai の

ホロタイプの写真，および N. lloydi の線画（Sazonov and 

Ivanov, 1980: fig. 7b）では両顎の先端はほぼ同位置で，こ

こで用いた三重県産の標本でもほぼ同位置である．この

上顎と下顎の位置については Sazonov (1998) も Okamura 

(1984) も全く言及していない．Narcetes lloydi ホロタイ

Fig. 2. Poorly preserved holotype of Narcetes lloydi, USNM 92335. A: anterior head (left) and lower jaw (right); B: in a bottle. Cour-
tesy of the National Museum of Natural History, Smithsonian Institution.

https://researcharchive.calacademy.org/research/Ichthyology/Types/Index.asp
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プの写真（Fig. 2A）から下顎長に対する上顎長の比は

88.1%，体長が近似している FRLM 66437（453 mm SL）で

は 88.4% とほぼ同じ値を示した．もちろんこの値は両顎

先端の位置を示すものではないが，特に N. lloydi ホロタイ

プの下顎が長いということはないと考えられる．

BOLDSYSTEMS から得たクログチイワシ属 Narcetes 

Alcock, 1890 の cytochrome c oxidase subunit I（COI） 配 列

に基づいて，MEGA12（Kumar et al., 2024）を用いて近隣

結合法で作成した系統樹を Fig. 3 に示した．本属の有効

種と考えられる 4 種（Sazonov, 1998; Fujiwara et al., 2021），

Narcetes erimelas Alcock, 1890，クログチイワシ，ヨコヅ

ナ イ ワ シ Narcetes shonanmaruae Poulsen, Ida, Kawato and 

Fujiwara, 2021 およびソコクログチイワシ Narcetes stomias 

(Gilbert, 1890) はそれぞれ独立したクレードを形成してい

る．このうちクログチイワシのクレードは枝長が 0.02 程

度で 2 つのサブクレードに分けられる．この枝長は N. 

erimelas とヨコヅナイワシとの枝長とほぼ等しいことか

ら，クログチイワシには 2 種が混在している可能性もある．

イットウダイ科 Holocentridae

Myripristis botche Cuvier, 1829

ウロコマツカサ　（Fig. 1C）

標本　FRLM 66446–66448，3 標本，体長 179–196 mm，

御浜町阿田和 2 号漁場（33°46′N, 136°04′E），定置網，2026

年 2 月 22 日，笹木大地．

分布　八丈島，小笠原諸島，相模湾，和歌山県から九

州太平洋岸，鹿児島県東シナ海，大隅諸島以南に分布する

（ 林，2013a； 西 山，2013； 江 口・ 本 村，2016; Motomura 

and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017； 木 村 ほ か，2017; 

Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；村瀬ほか，

2021; Jeong and Motomura, 2021；和田，2022; Motomura, 2023；

本田ほか，2024; Koreeda and Motomura, 2025；甲斐・御所，

2025）．

備考　本標本は下顎に 2 対の歯塊をもつこと，胸鰭腋

部に小鱗がないこと，側線鱗数が 28 であること，鰓蓋上

端から胸鰭腋部が暗赤色であること，鰓耙数が 10–11 + 

23–26 = 34–36 であること，背鰭・臀鰭軟条，尾鰭両葉の

先端が黒いことなどが，Randall and Greenfield (1996) およ

び林（2013a）が示したウロコマツカサ Myripristis botche

の特徴と一致したため，本種に同定された．

テンジクダイ科 Apogonidae

Amioides polyacanthus (Vaillant, 1877)

オニイシモチ　（Fig. 1D）

標本　FRLM 66439， 体 長 166 mm， 尾 鷲 市 早 田（33° 

59.6′N, 136°16.7′E），水深 70 m，定置網，2026 年 2 月 20 日，

Fig. 3. Neighbor-joining (NJ) tree of the genus Narcetes based on COI sequences (650 bp) downloaded from BOLDSYSTEMS. Fig-
ures beside major internal branches indicate ML bootstrap values (≥80%). NWA, Northwest Atlantic Ocean; NWP, Northwest Pa-
cific Ocean; SEI, Southeast Indian Ocean; SWP, Southwest Pacific Ocean.
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中井恭佑．

分布　大隅諸島硫黄島，奄美大島，沖縄島，慶良間諸

島，石垣島から記録されていた（林，2013c；吉田，2013, 

2018; Nakae et al., 2018; Jeong and Motomura, 2021；小枝ほか，

2024）．本標本は本種の分布北限記録ならびに本州からの

初記録となる．

備考　本標本は両顎に大きな犬歯状歯があること，第 1

背鰭が 7 棘であることなどが，林（2013c）が示したオニ

イシモチの特徴と一致したため，本種に同定された．

Ostorhinchus holotaenia (Regan, 1905)

スジオテンジクダイ　（Fig. 1E）

標本　6 標本（体長 36–53 mm）：FRLM 26731，体長 50 

mm，志摩市志摩町御座，定置網，2000 年 11 月 5 日，藤

田和隆・伊與田慎右；FRLM 36698，体長 36 mm，志摩市

浜島町浜島，定置網，2010 年 8 月 19 日，日比野友亮・安

井伸太郎・笹木大地・福岡佑太・片平和真；FRLM 36832，

体長 39 mm，志摩市志摩町御座，定置網，2010 年 10 月 6

日，笹木大地・安井伸太郎・日比野友亮；FRLM 61665，

体長 51 mm，尾鷲（34°03′N, 136°15′E），定置網（柱掛定置），

2022 年 6 月 10 日，笹木大地；FRLM 65906，体長 49 mm，

南伊勢町贄浦（34°14.9′N, 136°33.5′E），定置網，2025 年

6 月 22 日，笹木大地・岡田　誠；FRLM 66118，体長 53 

mm，南伊勢町奈屋浦，定置網，2025 年 7 月 30 日，笹木

大地．

分布　伊豆諸島，千葉県館山湾から屋久島の太平洋

沿岸，福岡県沖ノ島，長崎県香焼，鹿児島県東シナ海に

分 布 す る（Yoshida et al., 2010； 林，2013c; Motomura and 

Harazaki, 2017； 吉 田，2017, 2022； 小 枝，2018； 村 瀬 ほ

か，2021；村瀬ほか，2023；本田ほか，2024; Koreeda and 

Motomura, 2025；甲斐・御所，2025）．

備考　本種はキンセンイシモチ Ostorhinchus wassinki 

(Bleeker, 1860) によく似るが，第 5 と第 6 橙黄色縦帯に挟

まれる淡輝青色縦帯が斑点状で不連続であること（キン

センイシモチでは連続した一本の帯状）によって区別さ

れる（林，2013c）．笹木（2025a）がキンセンイシモチと

して掲載した標本（FRLM 61665）は淡輝青色縦帯が斑点

状であることから本種の誤同定である．一方で，三重県尾

鷲市九鬼から得られた 2 標本（FRLM 65324, 66141：体長

49–52 mm）は淡輝青色縦帯が連続した一本の帯状であり

キンセンイシモチの特徴を有していることから（Fig. 1F），

三重県にはキンセンイシモチとスジオテンジクダイの両種

が分布する．キンセンイシモチでは体側第 4 橙黄色縦帯が

尾柄後端で終わることで，尾柄を通過し，尾叉付近まで延

長するスジオテンジクダイと区別されるが（Yoshida et al., 

2010；林，2013c），三重県産のキンセンイシモチでは第 4

橙黄色縦帯は尾叉付近まで達していた．Yoshida et al. (2010)

が示したキンセンイシモチの写真（Apogon cf properuptus 

lined type として；fig. 22A）でも第 4 橙黄色縦帯は尾柄を

通過し，尾叉付近まで達していることから，この変異は種

内変異と考えた．なお，三重県ではスジオテンジクダイは

おおむね水深 25 m 以深の定置網から，キンセンイシモチ

は水深約 3–5 m から得られており，Yoshida et al. (2010) が

述べたようにスジオテンジクダイの方が深い水深に生息す

ると考えられる．なお，木村・笹木（2025）の第 2 刷以降

では，キンセンイシモチの写真として上記の FRLM 65324

が使用されている．

ウミテング科 Pegasidae

Eurypegasus draconis (Linnaeus, 1766)

ウミテング　（Fig. 1G, H）

標本　FRLM 65857，体長 62 mm，南伊勢町贄浦（34° 

16.8′N, 136°34.0′E），定置網，2025 年 5 月 21 日，笹木大地．

分布　伊豆諸島，小笠原諸島，茨城県那珂湊沖，相模

湾から九州南岸の太平洋沿岸，山口県日本海沿岸，長崎

県おおび鹿児島県の東シナ海沿岸，瀬戸内海，大隅諸島

以南に分布する（瀬能，2013a；千葉，2013, 2014; Koeda 

et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 

2017；吉郷，2018; Nakae et al., 2018; Motomura and Uehara, 

2020；村瀬ほか，2021, 2023; Jeong and Motomura, 2021；田

代，2022; Motomura, 2023；本田ほか，2024；尾山・藍澤，

2024; Oyama et al., 2025）．

備考　本標本は尾輪数が 8 であること，体背面は起伏

が大きく眼の直後に深い凹みがあること，最終尾輪の背面

に棘があることが，瀬能（2013a）が示したウミテングの

特徴と一致したため，本種に同定された．

ヨウジウオ科 Syngnathidae

Trachyrhamphus bicoarctatus (Bleeker, 1857)

ワカヨウジ　（Fig. 4A, B）

標本　FRLM 66240，全長 289 mm，南伊勢町贄浦（34° 

14.9′N, 136°33.5′E），定置網，2025 年 12 月 5 日，阿部文彦．

分布　伊豆諸島，小笠原諸島，相模湾，静岡県大瀬崎，

和歌山県串本，高知県柏島，薩摩半島，屋久島，琉球列島

に分布する（瀬能，2013b; Koeda et al., 2016; Motomura and 

Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018； 松 沼，2018; Motomura 

and Uehara, 2020；田代・山田，2022；本田ほか，2024）．

備考　本標本は躯幹輪数が 23 であること，尾輪数が 60

であること，吻長は眼の後縁と胸鰭基底中央間の距離より

長いこと，吻背面に小棘がなくなめらかであること，躯幹

部に小暗色斑点が散在することが，瀬能（2013b）が示し
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たワカヨウジの特徴と一致したため，本種に同定された．

ヒラメ科 Paralichthyidae

Pseudorhombus arsius (Hamilton, 1822)

テンジクガレイ　（Fig. 4C）

標本　3 標本（体長 271–296 mm）：FRLM 65891，体長

296 mm，南伊勢町贄浦，定置網，2025 年 6 月 20 日，笹

木大地；FRLM 66129，66130，体長 271–294 mm，南伊勢

町贄浦，定置網，2025 年 8 月 22 日，笹木大地．

分布　相模湾から九州南岸の太平洋沿岸，若狭湾，福

Fig. 4. Fishes recorded from Mie Prefecture, Japan. A and B: Trachyrhamphus bicoarctatus, FRLM 66240, 289 mm TL; C: Pseudor-
hombus arsius, FRLM 66130, 271 mm SL; D: Pseudorhombus levisquamis, FRLM 65327, 263 mm SL; E: Acanthoplesiops psilo-
gaster, from underwater at Nakiri fishing port, photo by K. Oka.
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岡県，長崎県，鹿児島県の日本海・東シナ海沿岸，瀬戸内海，

種子島，琉球列島に分布する（中坊・土居内，2013b；

田 城 ほ か，2015; Iwatsuki et al., 2017； ジ ョ ン，2017； 吉

郷，2018; Nakae et al., 2018；畑，2020；村瀬ほか，2021; 

Motomura, 2023；本田ほか，2024；中村ほか，2024；笹木，

2025b）．

備考　本標本は背鰭が 70–75 軟条であること，有眼側

の側線上に 3 つの黒斑がある（ただし，最後部のものは

小さい）こと，側線管が背腹方向に分枝すること，下顎

歯が犬歯状であることが，尼岡（2016）および Matsunuma 

et al. (2024, 2025) が示したテンジクガレイ Pseudorhombus 

arsius の特徴とおおむね一致したため本種に同定された．

三重県からの本種の記録は南伊勢町贄浦に水揚げされ

た写真に基づく記録のみであったため（笹木，2025b），本

標本は本種の標本に基づく三重県からの初記録となる． 

Pseudorhombus levisquamis (Oshima, 1927)

タイワンガンゾウビラメ　（Fig. 4D）

標本　FRLM 65327，体長 263 mm，御浜町阿田和 1 号

漁 場（33°47′N, 136°03′E）， 定 置 網，2024 年 12 月 11 日，

笹木大地．

分布　相模湾，和歌山県紀南，土佐湾，九州太平洋岸

に分布する（大橋・本村，2011；中坊・土居内，2013b; 

Iwatsuki et al., 2017；畑，2018b；本田ほか，2024）．

備考　本標本は側線湾曲部に 1 黒斑があること，背

腹 両 縁 を 除 く 有 眼 側 の 体 側 鱗 が 円 鱗 で あ る こ と が，

Matsunuma et al. (2024) が示したタイワンガンゾウビラメ

Pseudorhombus levisquamis の特徴と一致したため，本種に

同定された．

タナバタウオ科 Plesiopidae

Acanthoplesiops psilogaster Hardy, 1985

フチドリタナバタウオ　（Fig. 4E）

標本　なし．

写真記録　志摩市大王町波切漁港内，2026 年 2 月 24 日，

岡　謙佑撮影．

分布　八丈島，小笠原諸島，相模湾，駿河湾，和歌

山県白浜，愛媛県室手，甑島列島，宇治群島，大隅諸

島，奄美群島，与那国島に分布する（林，2013b；吉田，

2014; Motomura et al., 2016; Koeda et al., 2016; Motomura and 

Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 

2018; Fujiwara and Shinohara, 2022; Motomura, 2023； 本 田

ほ か，2024; Koreeda and Motomura, 2025； 尾 山・ 藍 澤，

2025；畠中ほか，2025）

備考　国内におけるフチドリタナバタウオ属 Acantho-

plesiops Regan, 1912 はフチドリタナバタウオおよびフカ

ミフチドリタナバタウオの Acanthoplesiops hardyi Fujiwara 

and Shinohara, 2022 の 2 種が記録されている（Fujiwara and 

Shinohara, 2022）．本写真個体は下顎先端から上顎先端を

通り，背鰭始部にかけて白色から黄色を呈していること

や，各鰭条の縁辺が橙色であることが，吉田（2014）およ

び Fujiwara and Shinohara (2022) が示したフチドリタナバタ

ウオ Acanthoplesiops psilogaster の特徴と一致したため，本

種に同定された．

スズメダイ科 Pomacentridae

Chromis chrysura (Bliss, 1883)

アマミスズメダイ　（Fig. 5A）

標本　FRLM 66142，体長 95 mm，尾鷲市九鬼（34°00′N, 

136°15′E），水深 2–5 m，釣り，2025 年 9 月 12 日，笹木大地・

中村潤平．

分布　伊豆諸島，豆南諸島，小笠原諸島，相模湾，伊

豆半島西岸，和歌山県串本，高知県柏島，日向灘，鹿児島

県東シナ海，宇治群島，大隅諸島以南，南大東島に分布

する（青沼ほか，2013；岩坪，2013, 2018, 2022; Kuriiwa et 

al., 2014; Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；

木村ほか，2017; Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 

2018; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 

2020; Jeong and Motomura, 2021； 村 瀬 ほ か，2023; Moto-

mura, 2023；本田ほか，2024; Koreeda and Motomura, 2025；

畠中ほか，2025；和田ほか，2025）．

備考　本標本は背鰭軟条数が 14 であること，体側の暗

色と淡色の境界は背鰭基底後端より前であること，側線有

孔鱗数が 17 であることが，青沼ほか（2013）が示したア

マミスズメダイの特徴と一致したため，本種に同定された．

Chromis mirationis Tanaka, 1917

トウカイスズメダイ　（Fig. 5B）

標本　FRLM 65852，体長 83 mm，志摩市志摩町御座沖

（34°12′N, 136°45′E），水深 68 m，釣り，2025 年 5 月 4 日，

笹木大地・前田隆平．

分布　相模湾，伊豆大島，伊豆半島，和歌山県田辺湾，

高知県柏島，五島列島，奄美大島，沖縄県，沖縄舟状海盆

に分布する（青沼ほか，2013; Nakae et al., 2018；佐藤ほか，

2023；本田ほか，2024; Aizawa et al., 2024）．

備考　本標本は体側の暗色縦帯が 1 本であること，後

鼻孔は大きくスリット状であること，腹鰭は体長の 34.7%

であること，臀鰭第 2 棘長は体長の 20.1% であることが，

青沼ほか（2013）が示したトウカイスズメダイの特徴と一

致したため，本種に同定された．
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イソギンポ科 Blenniidae

Scartella emarginata (Günther, 1861)

タテガミギンポ　（Fig. 5C）

標本　8 標本（体長 19–37 mm）：FRLM 66270–66272，3

標本，体長 19–37 mm，志摩市志摩町片田，麦埼灯台周辺

（34°15′N, 136°51′E），水深 0.3 m，タモ網，2025 年 12 月 17

日，笹木大地；FRLM 66425，66455–66458，5 標本，体長

20–36 mm，志摩市志摩町片田，麦埼灯台周辺（34°15′N, 

36°51′E），水深 0.3 m，タモ網，2026 年 1 月 31 日，笹木大地．

分布　神奈川県，静岡県，和歌山県白浜，高知県以布

利，柏島，愛媛県室手，日向灘，薩摩半島に分布する（藍

澤・土居内，2013b; Iwatsuki et al., 2017；村瀬ほか，2021；

川間ほか，2022；工藤ほか，2022；本田ほか，2024）

備考　本標本は頭部正中線に総状の皮弁があることが，

藍澤・土居内（2013b）が示したタテガミギンポの特徴と

一致したため，本種に同定された．

ハナダイ科 Anthiadidae

Pseudanthias rubrizonatus (Randall, 1983)

アカオビハナダイ　（Fig, 5D）

標本　FRLM 66509–66510，2 標本，体長 85–86 mm，雄，

紀宝町鵜殿沖，水深 30 m，釣り，2026 年 5 月 28 日，南　

貴之．

分布　伊豆大島，相模湾，駿河湾，和歌山県から九

州南岸の太平洋沿岸，山口県日本海側，甑島列島，屋

久島，奄美大島に分布する（瀬能，2013c; Iwatsuki et al., 

2017；畑，2017; Nakae et al., 2018；本村・原崎，2019；園

山ほか，2020；中村，2022；村瀬ほか，2023; Koreeda and 

Motomura, 2025）．

備考　本標本は体側に赤色横帯があること，側線下方

横列鱗数が 16–17 であることが，瀬能（2013c）が示した

アカオビハナダイの雄の特徴と一致したため，本種に同定

された．

ベラ科 Labridae

Coris aygula Lacepède, 1801

カンムリベラ　（Fig. 6A）

標本　FRLM 66171，体長 295 mm，志摩市大王町波切，

2025 年 9–10 月に波切市場に水揚げされた個体を 2025 年

10 月 24 日に活魚で購入，笹木大地．

分布　伊豆諸島，豆南諸島，小笠原諸島，茨城県（幼

Fig. 5. Fishes recorded from Mie Prefecture, Japan. A: Chromis chrysura, FRLM 66142, 95 mm SL; B: Chromis mirationis, FRLM 
65852, 83 mm SL; C: Scartella emarginata, FRLM 66270, 37 mm SL; D: Pseudanthias rubrizonatus, FRLM 66509, 85 mm SL.
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魚），相模湾，静岡県富戸（幼魚），和歌山県串本，高知

県柏島，日向灘，薩摩半島，男女群島（幼魚），大隅諸島

以南，南大東島，尖閣諸島に分布する（島田，2013c；片

山，2013; Kuriiwa et al., 2014; Koeda et al., 2016; Motomura 

and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017； 木 村 ほ か，2017; 

Nakae et al., 2018；福井，2018; Motomura and Uehara, 2020; 

Fujiwara and Motomura, 2020； 藤 原 ほ か，2021; Jeong and 

Motomura, 2021；田代・古𣘺，2022；工藤ほか，2022；村

瀬ほか，2023; Motomura, 2023；本田ほか，2024; Aizawa et 

al., 2024; Koreeda and Motomura, 2025；和田ほか，2025）．

Fig. 6. Fishes recorded from Mie Prefecture, Japan. A: Coris aygula, FRLM 66171, 295 mm SL; B: Lutjanus malabaricus, FRLM 
66494, 443 mm SL (mirror image); C: Lethrinus olivaceus, from Udono fishing port, photo by R. Higashi; D: Lethrinus xanthochi-
lus, from Kuki fishing port, photo by H. Iwasaki.
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備考　本標本は後頭部が膨出すること，尾鰭各鰭条間

の鰭膜は切れ込むことが，島田（2013c）が示したカンム

リベラの特徴と一致したため，本種に同定された．

フエダイ科 Lutjanidae

Lutjanus malabaricus (Bloch and Schneider, 1801)

ヨコフエダイ　（Fig. 6B）

標本　FRLM 66494，体長 443 mm，御浜町阿田和 1 号

漁場（33°47′N, 136°03′E），定置網，2026 年 5 月 11 日，東　

諒輔．

分布　土佐湾，長崎県，鹿児島県内之浦，琉球列島か

ら記録されていた（島田，2013a; Nakae et al., 2018；畑，

2018a；小枝，2020; Hata et al., 2024）．本標本は本種の分

布北限記録ならびに本州からの初記録となる．

備考　本種はワキグロアカフエダイ Lutjanus timorensis 

(Quoy and Gaimard, 1824) に似るが，本標本は尾柄部に暗

色斑があること，胸鰭腋部は黒くないこと，臀鰭軟条数は

9 であることが，島田（2013a）が示したヨコフエダイの

特徴と一致したため，本種に同定された．

フエフキダイ科 Lethrinidae

Lethrinus olivaceus Valenciennes, 1830

キツネフエフキ　（Fig. 6C）

標本　なし．

写真記録　御浜町阿田和 1 号漁場の定置網に入網し鵜

殿漁港に水揚げされた個体，2026 年 6 月 12 日，東　諒輔

撮影．

分布　宮崎県南部，鹿児島県（九州南部，大隅諸島種

子島，奄美大島），琉球列島であり（渋谷ほか，2022），本

個体は本種の分布北限記録ならびに本州からの初記録とな

る．

備考　本写真個体の体長は撮影時のかごの大きさから

換算すると約 460 mm である．本種はタチガミフエフキ

Lethrinus longirostris Playfair, 1867 に似るが，タチガミフエ

フキでは体長 240 mm 以上の個体で眼下部と主鰓蓋骨上方

に小さな不定形の淡赤色域があり，成長にしたがって鰓蓋

中央部まで拡がる（渋谷ほか，2022）．しかし，本個体で

は眼下部，鰓蓋上部のいずれにも赤色域がみられないこと

からキツネフエフキに同定された．

Lethrinus xanthochilus Klunzinger, 1870

ムネアカクチビ　（Fig. 6D）

標本　なし．

写真記録　尾鷲市九鬼の定置網に入網し九鬼漁港に水

揚げされた個体，2025 年 10 月 5 日，岩﨑　肇撮影．

分布　小笠原諸島，種子島，与論島，奄美大島，沖

縄島以南であり（島田，2013b；木村，2014; Koeda et al., 

2016; Nakae et al., 2018； 武 藤，2018； 田 中 ほ か，2020; 

Motomura and Uehara, 2020; Motomura, 2023），本個体は本

種の分布北限記録ならびに本州からの初記録となる．

備考　本種はホオアカクチビ Lethrinus rubrioperculatus 

Sato, 1978 に似るが，この写真個体は頬部に多数の暗色斑

点があること（ホオアカクチビにはない），上唇が黄色で

あること（黄色ではない），胸鰭基部上半分が赤色である

こと（赤色斑はない），主鰓蓋骨縁辺に赤色斑がないこと（あ

る）が，Carpenter and Allen (1989) および島田（2013b）が

示したムネアカクチビ Lethrinus xanthochilus の特徴と一致

したため，本種に同定された．

既報告種の再同定
木村（2025d: 248）がウチダトビウオ Cypselurus nare-

sii septentrionalis Shakhovskoy and Parin, 2024 と し た 標 本

［FRLM 38874；木村（2025d）では学名を Cypselurus nare-

sii (Günther, 1889) と表記］を藍澤・土居内（2013a）およ

び Shakhovskoy and Parin (2024) にしたがって同定したとこ

ろ，側線鱗数が 53，背鰭前方鱗数が 32，下枝鰓耙数が 22

などの特徴によりホソトビウオ Cypselurus hiraii Abe, 1953

に再同定された．また，志摩市志摩町御座の定置網で得ら

れ，これまでウチダトビウオとされていた稚魚標本（FRLM 

14396, 33 mm SL）は背鰭条数 12，臀鰭条数 9，胸鰭条数

16，鰓耙数 6 + 22 = 28，下顎先端のひげ状器官は 1 基で

黒く，後端は眼の前縁下に達することなどの特徴をもち，

Shakhovskoy and Parin (2024) にしたがってホソトビウオ C. 

hiraii に同定された．以上のことから，ウチダトビウオは

三重県から未確認となる．

笹木（2025c: 378）によってオオアカムツ Etelis boweni 

Andrews, Fernandez-Silva, Randall and Ho, 2021 とされた写

真個体は，尾鰭上葉先端が黒くないこと，側線下方横列鱗

数が約 12 であることが，Andrews et al. (2021) およびジョ

ンほか（2023）が示したオオアカムツ E. boweni の特徴と

は一致しない．さらに，畑ほか（2015）によると，オオク

チハマダイ Etelis radiosus Anderson, 1981 の尾鰭はオレンジ

がかった赤色であり，本個体の尾鰭下葉の色彩はジョンほ

か（2023）が示したハチジョウアカムツ Etelis carbunculus 

Cuvier, 1828 の特徴に一致する．しかし，本個体にみられ

る尾鰭中央部の凹みは Anderson and Allen (2001) が示した

オオクチハマダイの特徴である．これらのことから，こ

の個体を写真から正確に同定することは困難である．ま

た，武内（2025a: 379）がハチジョウアカムツとした写真

個体も同様に正確な同定は困難である．しかし，ハチジョ

ウアカムツは志摩市志摩町和具から得られた標本（FRLM 
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4123，体長 308 mm；Fig. 7）があることから，本種は三

重県に分布する．したがって，三重県からのハマダイ属

Etelis Cuvier, 1828 の記録はハチジョウアカムツおよびオオ

クチハマダイの 2 種である（武内，2025b；本研究）．

木村（2025c: 193）でオオメメダイ Ariomma luridum Jor-

dan and Snyder, 1904 として掲載された写真のうち小型個

体（FRLM 61657，体長 38 mm）を Last (2001) および畑・

本村（2018）にしたがって同定したところ，前鰓蓋骨屈曲

部が後方に伸長すること（オオメメダイでは後方に伸長し

ない）からミナミメダイ Ariomma brevimanum (Klunzinger, 

1884) に再同定された．なお，木村（2025b; c）が記述し

たミナミメダイとオオメメダイの眼の大きさは両種で逆に

なっており，ミナミメダイでは眼は小さく頭長の 1/4 以下，

オオメメダイでは眼は大きく頭長の約 1/3 が正しい（中坊・

土居内，2013a）．ただし，ミナミメダイの眼の大きさは成

長に伴って小さくなることが知られており，体長 98.4 mm

の個体では頭長に対する眼径の割合は 27.6% である（畑・

本村，2018）．

木村（2025a: 99）で Synodus pacificus Ho, Chen and Shao, 

2016（アカエソ属の一種 1）として掲載された種は Furu-

hashi and Motomura (2026) によって標準和名オメガエソが

提唱された．

このほか木村・笹木（2025）には次のような誤記があっ

たのでここで修正する．テングノオトシゴ Pegasus later-

narius Cuvier, 1829 の標本写真 FRLM 55093（p. 175，マレー

シア産）は別種の Pegasus nanhaiensis Zhang, Wang and Lin, 

2020．第 2 刷以降で掲載した写真 KAUM–I. 169681 は鹿児

島県産のテングノオトシゴ．アオハタ Epinephelus awoara 

(Temminck and Schlegel, 1843) の命名者と年号は (Forsskål, 

1775) ではなく，(Temminck and Schlegel, 1843) が正しい（p. 

280，第 3 刷では修正済み）．マダイ Pagrus major (Temminck 

and Schlegel, 1843) の臀鰭条数 9 は誤りで 8 が正しい（p. 

409，第 2 刷以降で修正済み）．マンボウ Mola mola (Linnaeus, 

1758) の図の説明がウシマンボウと誤記，正しくはマンボ

ウ（p. 427，第 3 刷で修正済み）．

考　　察
本研究により 16 種が新たに三重県から記録され，さら

にハワイウツボとテンジクガレイの 2 種は標本に基づいて

初めて記録された．また，このうちオニイシモチ，ヨコフ

エダイ，キツネフエフキ，ムネアカクチビの 4 種は北限記

録となる．一方で，ウチダトビウオはホソトビウオに再同

定された．加えてオオアカムツは暫定的にハチジョウア

カムツあるいはオオクチハマダイにそれぞれ再同定された

ため，この 2 種については三重県での確実な記録がない

ことになる．また，木村・笹木（2025）以降に，三重県

からはトンガリサカタザメ Rhynchobatus australiae Whitley, 

1939 が尾鷲市早田浦から（喜屋武ほか，2026），ハナトゲ

アシロ Acanthonus armatus Günther, 1878 が三重県の熊野灘

沖合から（饗場ほか，2026），キオビスズメダイ Stegastes 

albifasciatus (Schlegel and Müller, 1840) が 尾 鷲 市 九 鬼 か

ら（ 久 保 ほ か，2025）， サ ラ サ ハ タ Chromileptes altivelis 

(Valenciennes, 1828) が鳥羽市菅島沖から（森滝，2025）そ

れぞれ記録されている．なお，木村・笹木（2025）では掲

載されていなかったが，セダカギンポ Exallias brevis (Kner, 

1868) が熊野市二木島から記録されていた（大西，2025）．

以上により，三重県からは木村・笹木（2025）が報告した，

1,472 種から 2 種が除外され，上述の 21 種が追加されたた

め，三重県からは 1,491 種が記録されていることとなる．
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